
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月２７日（火）にまちづくり推進協議会主催で、「三世代ふれあいもちつき大会」

が行われました。もちつきを通して６年生の卒業を祝うとともに、在校生の成長を見

守っていただきました。５年生も威勢のよいかけ声とともに元気よくもちをつく姿が

見られました。祖父江には、魅力がたくさんありますが、「人のあたたかさ」も魅力の

一つだと子ども達は実感したようです。 

「稲のひみつをさぐろう！」をテーマに、自分で追究課題を決め、実際に観察した

り、調べたりしたことをタブレット端末にまとめ、発表しました。準備をする中で、

1学期や２学期に質問や観察したことを振り返ったり、同じグループの友達と相談し

たりしながら分かりやすくまとめる姿が見られました。また、一方的に自分のテーマ

について伝えるのではなく、それに対する質問や感想を伝え合うことを通して自分

の考えを広げたり深めたりすることをねらい、意見交流の時間も設けました。「どん

な質問がくるかな」「発表の時間が長いからこの文を削ろう」とグループの中で練習

をしました。これからもこういった経験を積んで、進んで自分の考えを伝えられるよ

うになってほしいと思います 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なかよし副リーダーを中心に、５年生がお別れ会の計画・進行をしました。「６年

生に感謝の気持ちを込めて楽しい会にしよう」というめあてをもち、副リーダー任

せにするのではなく、みんなで話し合い、５年生全員が役割をもって臨みました。

当日は、全学年が一緒に楽しみ、６年生に感謝の気持ちを伝えました。６年生では、

一人一人が学校のリーダーという自覚をもって、学校生活を送ってほしいと思いま

す。 

お世話になった６年生に感謝の気持ちを込めて、５年生や運営委員が中心となっ

て企画・運営をし、全校で６年生を送る会を開きました。自分達で台本を考えたり、

思いが伝わるようなスライドをグループで話し合ったりしながら作成しました。

「６年生が喜んでくれてよかった！」「来年は自分達が送られる側になるから頑張

りたい」という気持ちをもてたようです。 

これからは、６年生として、学校全体の前に立ち、全校のことを考えて盛り上げ

ていってほしいと思います。 


